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議会運営委員会  

 

   日 時   令和４年９月６日（火）午後  時  分～ 

   場 所   全員協議会室  

 

１ ９月９日の議事等について 

（１）議事日程 

第１ 一般質問 

諸報告 

第２ 第１号議案から第５５号議案（質疑、付託） 

（２）諸報告 

〇教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価に関する報告書（教育長） 

（３）議事日程第２に係る質疑順序 

①         ②         ③          

（４）付託先 別紙付託表（その１）（その２）のとおり ◎付託表は議場に持参 

 

２ 請願について 

○受理なし 

 

３ 陳情・要望について 

（１）地域社会に貢献するシルバー人材センターの決意と支援の要望 

＜環境市民厚生常任委員会＞ 

（２）令和５年度理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い【別紙№１】 

＜総務文教常任委員会＞ 

 

 

 

 

 

 

【裏面に続く】 
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４ 決算特別委員会について【別紙№２】 

（１）９月１５日（木）の日程 

①１０：００～ 全体会（全員協議会室） 

市長あいさつ、会計管理者概要説明 

◎説明資料：提出予定議案の概要（８月２２日配付済）持参 

②１０：３０～ 各分科会（各委員会室） 

審査（執行部説明、質疑） ※事務事業評価は全員協議会室で実施 

（２）正副委員長 

委員長：山本副議長 副委員長：浅田総務文教常任委員長 

※先例・申合せ１６１ 

 

５ その他 

（１）議会運営委員会の行政視察について 

（２）亀岡市議会個人情報保護条例（案）について【別紙№３】 

（３）各委員会（議案審査等）の日程 

９月１２日（月）１０：００～ 総務文教常任委員会、決算分科会 

１３日（火）１０：００～ 環境市民厚生常任委員会、決算分科会 

１４日（水）１０：００～ 産業建設常任委員会、決算分科会 

１５日（木）～２２日（木） 決算特別委員会 

２６日（月）委員会予備日 

（４）意見書等提出期限 ９月２６日（月）１０：００ 

（５）討論通告期限   ９月２７日（火）１６：００ 

（６）次回の議会運営委員会等 

９月２７日（火）１３：００～ 議運事前調整 

１４：００～ 幹事会・議会運営委員会 













決算特別委員会日程 （Ｒ４．９月実施）

時間 会議体制

１０：００～ 全体会

１０：３０～ 各分科会

１０：００～ 各分科会

１０：００～ 各分科会

１０：００～ 各分科会

１０：００～ 各分科会

上記終了後 全体会

上記終了後 会派会議

１３：００～ 全体会

上記終了後 分科会委員長会議

　※１　事務事業評価日程　　　場所：全員協議会室

　※２　必要に応じて会派会議を実施

　※３　インターネット中継録画配信：全員協議会室で実施する全体会及び事務事業評価

環境市民厚生分科会

１５日（木）１４：３０～
産業建設分科会

 【５】
 ２２日(木)

２０日（火）１０：００～

１６日（金）１５：１５～

分科会委員長報告・事務事業評価結果

２１日（水）１０：００～

内容

委員長あいさつ
市長あいさつ
決算状況の概要説明（会計管理者）

《審査》

　◎分科会審査の流れ　※担当部ごと
　　決算審査（事務事業評価対象事業を除く）
　　　 及び
　　事務事業評価　※対象事業は裏面に記載

　　　　↓

　　討論・採決

委員長報告確認

総務文教分科会

討論・採決

日

 【１】
 １５日(木)

 【２】
 １６日(金)

 【３】
 ２０日(火)

 【４】
 ２１日(水)

別紙№２



令和３年度決算 事務事業評価対象事業

総務文教分科会 　

1 生涯学習推進経費

2 交通安全対策経費

（高齢者運転免許証自主返納支援事業）

3 学校運営経費

（選択制デリバリー弁当実施経費）

環境市民厚生分科会

1 環境保全対策経費

2 桜塚工場運転管理経費

3 介護予防・日常生活支援総合事業経費

（高齢者介護予防拠点活動支援事業委託料）

産業建設分科会

1 道路維持経費

2 排水路新設改良事業費

3 森林活用推進事業経費

（ガレリアかめおか指定管理料・ガレリアかめおか長寿命化対策工事・
　ガレリアかめおか長寿命化対策工事監理業務委託）

（森林意向調査実施計画策定業務委託料・森林経営管理権集積計画業務
　委託料）



令和4年9月6日議会運営委員会資料　　　　

目　次

第１章 総則　　　　　　　　（第１条　ー　第３条）

第２章 個人情報の取扱い　　（第４条　ー　第１６条）

第３章 個人情報ファイル　　（第１７条）

第４章 開示、訂正及び利用停止

第１節 開示　　　　　　　　（第１８条　ー　第３０条）

第２節 訂正　　　　　　　　（第３１条　ー　第３７条）

第３節 利用停止　　　　　　（第３８条　ー　第４３条）

第４節 審査請求　　　　　　（第４４条　ー　第４６条）

第５章 雑則　　　　　　　　（第４７条　ー　第５２条）

第６章 罰則　　　　　　　　（第５３条　ー　第５７条）

附則

亀岡市議会個人情報保護条例（案）概要

別紙№３
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条 項目 概要
第1章　総則

1 目的

個人の尊厳の確保を基調として、議会における個人情報
の適正な取扱いに関し必要な事項を定めるとともに、議
会が保有する個人情報の開示、訂正及び利用停止を求め
る個人の権利を明らかにすることにより、議会の事務の
適正かつ円滑な運営を図りつつ、個人の権利利益を保護
し、もって基本的人権の擁護に資することを目的とする

1 1

＜参考＞

2 定義 2 2
＜参考＞

個人識別符号

要配慮個人情報

仮名加工情報

匿名加工情報

個人関連情報

3 議会の責務
議会は、保有する個人情報の適正な取扱いが確保される
よう必要な措置を講ずる

3 12

第2章　個人情報の取扱い

4 個人情報の保有の制限
個人情報の保有は法令の規定により権限に属する事務を
遂行するため必要な場合に限り、その利用目的をできる
限り特定しなければならない

8 61

5 利用目的の明示
本人から取得するときは、本人に対し利用目的を明示し
なければならない

9 62

6 不適正な利用の禁止
違法行為を助長するおそれがある方法により個人情報を
利用してはならない

3 63

7 適正な取得 不正の手段により個人情報を取得してはならない 64

亀岡市議会個人情報保護条例（案）

（例）Cookie情報、IPアドレス、契約者・端末固有IDなどの識別子
情報、位置情報、閲覧履歴、購買履歴と言ったインターネットの利
用にかかるログ情報などの個人に関わる情報で特定の個人が識別で
きないもの。

現
条例

改正
法

身体の一部の特徴をデータ化した文字、番号、記号その他の符号
や、サービスの利用者や個人に発行される書類等に割り当てられた
文字、番号、記号その他の符号のうち規則で定めるもので、これが
含まれるものは「個人情報」となる。

（例）指紋認識データ、顔画像データ、旅券番号、免許証番号、住
民票コード、個人番号など。

【亀岡市個人情報保護条例】
個人の尊厳の確保を基調として、実施期間が保有する個人情報の開
示、訂正及び削除等を請求する権利を明らかにするとともに、適正
な個人情報の取扱いに関し、必要な事項を定めることにより、個人
の権利利益の保護を図り、もって基本的人権の擁護に資することを
目的とする

本人に対する不当な差別、偏見その他の不利益が生じないように取
扱いに特に配慮を要する個人情報。

（例）人種、信条、社会的身分、病歴、犯罪の経歴、犯罪により害
を被った事実など。

生存する個人に関する情報であって、個人情報、仮名加工情報、匿
名加工情報のいずれにも該当しないもの。

個人情報を、その区分に応じた措置（記述の一部削除等）を講じて
他の情報と照合しない限り特定の個人を識別することができないよ
うに加工した個人情報。

特定の個人を識別すること及びその作成に用いる個人情報を復元す
ることができないように加工されたもの。（個人情報に該当しな
い）
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条 項目 概要

亀岡市議会個人情報保護条例（案） 現
条例

改正
法

8 正確性の確保
保有個人情報が過去又は現在の事実と合致するよう努め
なければならない

11 65

9 安全管理措置
保有個人情報の漏えい等の防止その他の安全管理のため
に必要な措置を講じなければならない

12 66

10 従事者の義務
知り得た個人情報の内容を他人に知らせ、又は不当な目
的に利用してはならない

12 67

11 漏えい等の通知
保有個人情報の漏えい等で個人の権利利益を害するおそ
れが大きい事態が生じたときは、本人に対し、当該事態
が生じた旨を通知しなければならない

68

12 利用及び提供の制限
利用目的以外のために保有個人情報を利用又は提供して
はならない

10 69

13
保有個人情報の提供を
受ける者に対する措置
要求

利用目的のために保有個人情報を提供する場合、必要に
応じて、提供を受ける者に対し利用方法等を制限し、漏
えい防止等の措置を講ずることを求めるものとする

70

14
個人関連情報の提供を
受ける者に対する措置
要求

第三者に個人関連情報を提供する場合、必要に応じて、
第三者に対し利用方法等を制限し、漏えい防止等の措置
を講ずることを求めるものとする

72

15
仮名加工情報の取扱い
に係る義務

仮名加工情報を第三者に提供してはならない。削除情報
を取得、又は他の情報と照合してはならない

73

16
匿名加工情報の取扱い
に係る義務

削除された記述等を取得、又は他の情報と照合してはな
らない。

123

第3章　個人情報ファイル

17
個人情報ファイル簿の
作成及び公表

個人情報ファイルの名称、利用目的などをまとめた帳簿
を作成し、公表しなければならない

7 75

第4章　開示、訂正及び利用停止
第1節　開示

18 開示請求
議会の保有する自己を本人とする保有個人情報の開示を
請求することができる

13 76

法定代理人又は本人の委任による代理人は、本人に代
わって開示請求をすることができる

19 開示請求の手続き 開示請求は、開示請求書を提出しなければならない 13 77

開示請求をする者は、保有個人情報の本人であること、
代理人の場合は代理人であることを示す書類を提出しな
ければならない

77

20
保有個人情報の開示義
務

開示請求があったときは、不開示情報が含まれている場
合を除き、保有個人情報を開示しなければならない

14 78

＜参考＞ 情報公開条例第7条に定める不開示情報

21 部分開示
開示請求に係る保有個人情報に不開示情報が含まれてい
る場合、該当部分を容易に区分して除くことができると
きは、除いた部分を開示しなければならない

15 79

22 裁量的開示
不開示情報が含まれている場合であっても、個人の権利
利益を保護するため特に必要と認めるときは開示するこ
とができる

14 80

　・個人情報であって特定の個人を識別することができるもの

　・法人の情報で公にすることにより正当な利益を明らかに害する
と認められるもの　等
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条 項目 概要

亀岡市議会個人情報保護条例（案） 現
条例

改正
法

23
保有個人情報の存否に
関する情報

開示請求に係る保有個人情報が存在しているか否かを答
えるだけで、不開示情報を開示することとなるときは、
当該開示請求を拒否することができる

16 81

24 開示請求に対する措置
開示を決定したときは、開示請求者に対し、開示する保
有個人情報の利用目的等を書面により通知しなければな
らない

21 82

開示しないことを決定したときは、開示請求者に対し、
その旨を書面により通知しなければならない

21 82

25 開示決定等の期限
開示決定等は、開示請求日の翌日から起算して14日以内
にしなければならない

21 83

事務処理上の困難等がある場合は、30日以内に限り延長
することができる

26
開示決定等の期限の特
例

開示請求に係る保有個人情報が著しく大量で期限内にで
きないときは、相当の部分を当該期間内に開示決定等を
し、残りは相当の期間内に開示決定等をする

21 84

開示決定等をしなければならない期間に、議長及び副議
長がともに欠ける期間があるときは、その期間は算入し
ない

27
第三者に対する意見書
提出の機会の付与等

開示請求に係る保有個人情報に国、地方公共団体、開示
請求者以外の者等第三者に関する情報が含まれていると
きは、意見書を提出する機会を与えることができる

22 86

第三者が開示に反対の意思を示した場合において、開示
決定をするときは、開示決定日と実施日の間に少なくと
も2週間おかなければならない。この場合、開示決定
後、直ちに反対意見者に対し、開示する理由と開示実施
日を書面により通知しなければならない

86

28 開示の実施 保有個人情報の開示は、閲覧又は写しの交付により行う 23 87

29
他の法令による開示の
実施との調整

他の法令で開示方法が規定されている場合は、同じ方法
による開示は行わない

88

30 手数料 無料とする 26 89

30の2 費用の負担
写しの交付を受ける場合は、写しの作成及び送付に要す
る費用を負担しなければならない

27

第2節　訂正

31 訂正請求権
自己を本人とする保有個人情報の内容が事実でないとき
は、訂正（追加又は削除を含む）を請求することができ
る

17・18 90

代理人は、本人に代わって訂正請求をすることができる 90

訂正請求は、開示を受けた日から90日以内にしなければ
ならない

90

32 訂正請求の手続 訂正請求は、訂正請求書を提出しなければならない 20 91

訂正請求をする者は、保有個人情報の本人であること、
代理人の場合は代理人であることを示す書類を提出しな
ければならない

20 91

33
保有個人情報の訂正義
務

訂正請求に理由があると認めるときは、利用目的の達成
に必要な範囲内で訂正をしなければならない

24 92
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条 項目 概要

亀岡市議会個人情報保護条例（案） 現
条例

改正
法

34 訂正請求に対する措置
訂正請求に係る保有個人情報の訂正をするときは、訂正
請求者に対し書面により決定した旨を通知しなければな
らない

24 93

35 訂正決定等の期限
訂正決定等は、訂正請求日の翌日から起算して30日以内
にしなければならない。

24 94

事務処理上の困難等がある場合は、30日以内に限り延長
することができる

94

36
訂正決定等の期限の特
例

訂正決定等に長期間を要するときは、相当の期間内に訂
正決定等をする。この場合、訂正請求者に対し、理由と
期限を書面で通知しなければならない

24 95

訂正決定等をしなければならない期間に、議長及び副議
長がともに欠ける期間があるときは、その期間は算入し
ない

37
保有個人情報の提供先
への通知

訂正を実施した場合、必要に応じて当該保有個人情報の
提供先に対し、その旨を書面で通知する

24 97

第3節　利用停止

38 利用停止請求権
自己を本人とする保有個人情報が利用目的以外に利用等
されているときは、利用の停止、消去又は提供の停止を
請求することができる

19 98

代理人は、本人に代わって利用停止請求をすることがで
きる

98

利用停止請求は、開示を受けた日から90日以内にしなけ
ればならない

98

39 利用停止請求の手続
利用停止請求は、利用停止請求書を提出しなければなら
ない

24 99

利用停止請求をする者は、保有個人情報の本人であるこ
と、代理人の場合は代理人であることを示す書類を提出
しなければならない

99

40
保有個人情報の利用停
止義務

利用停止請求に理由があると認めるときは、個人情報の
適正な取扱いの確保に必要な範囲内で利用停止をしなけ
ればならない

24 100

41 利用停止請求に対する措置
利用停止請求に係る保有個人情報の利用停止をするとき
は、利用停止請求者に対し書面により決定した旨を通知
しなければならない

24 101

42 利用停止決定等の期限
利用停止決定等は、利用停止請求日の翌日から起算して
30日以内にしなければならない

24 102

事務処理上の困難等がある場合は、30日以内に限り延長
することができる

24 102

43
利用停止決定等の期限
の特例

利用停止決定等に長期間を要するときは、相当の期間内
に利用停止決定等をする。この場合、利用停止請求者に
対し、理由と期限を書面で通知しなければならない

24 103

利用停止決定等をしなければならない期間に、議長及び
副議長がともに欠ける期間があるときは、その期間は算
入しない

第4節　審査請求

44
審理員による審理手続
に関する規定の適用除
外等

開示決定等又は開示請求等に係る不作為に係る審査請求
については、行政不服審査法の規定は適用しない

28 106
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45 審査会への諮問
開示決定等又は開示請求等に係る不作為について審査請
求があったときは、亀岡市情報公開・個人情報保護審査
会に諮問しなければならない

28 105

46
第三者からの審査請求
を棄却する場合等にお
ける手続等

第三者からの審査請求を却下するとき、審査請求に係る
開示決定等を変更して開示するときで、第三者から反対
意見書が出されたときは、決定日と実施日の間に少なく
とも2週間おかなければならない。この場合、決定後、
直ちに反対意見者に対し、理由と実施日を書面により通
知しなければならない

107

第5章　雑則

47 適用除外等

整理されていない保有個人情報で著しく大量にあるため
特定の保有個人情報を検索することが著しく困難である
ものは、第4章（第4節を除く）の規定については議会に
保有されていないものとみなす

124

48
開示請求等をしようと
する者に対する情報の
提供等

容易かつ的確に開示請求等をすることができるよう利便
を考慮した適切な措置を講ずるものとする

127

49
個人情報等の取扱いに
関する苦情処理

個人情報等の取扱いに関する苦情の適切かつ迅速な処理
に努めなければならない

128

50 審議会への諮問
個人情報の適正な取扱いを確保するため専門的な知見に
基づく意見を聴く必要があるときは、亀岡市情報公開・
個人情報保護審議会に諮問することができる

9他 129

51 施行状況の公表
毎年度、条例の施行状況を取りまとめ、概要を公表する
ものとする

33 165

52 委任 条例の実施に関し必要な事項は別に定める 52

第6章　罰則

53
職員、職員であった者、委託を受けた派遣労働者等が、
正当な理由なく個人情報ファイルを提供したときは、2
年以下の懲役又は100万円以下の罰金

36 176

54

職員、職員であった者、委託を受けた派遣労働者等が、
業務上知り得た個人情報を自己若しくは第三者の不正な
利益を図る目的で提供したときは、1年以下の懲役又は
50万円以下の罰金

37 180

55
職員が職権を濫用して、職務外の用に供する目的で個人
情報等を収集したときは、1年以下の懲役又は50万円以
下の罰金

39 181

56
53～55条の規定は、市域外において罪を犯した者にも適
用する

40 183

57
偽りその他不正の手段により、開示決定に基づく保有個
人情報の開示を受けた者は、5万円以下の過料

41 185

附則 この条例は、令和5年4月1日から施行する
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